様式３（要領第６、７関係）
令和　年度　未来へつなぐ元気な農山村創造事業
農山村発新ビジネス創出事業　(第○回変更)実施計画書(実施状況報告書)
１　事業実施主体 

	氏名
(団体名)
	　○○　○○

                　 　　　
	役職

代表者名
	（事業実施主体が団体の場合に記入）

	所在地


	　〒○○○－○○○○
　　○○町△△
	電話番号


	○○○－○○○○



	協議会名


	　○○○○○


	元気な農山村創造プランの県承認日
	○年○月○日




２　事業の目的 

	　地域特産物のブランド化や、農山村資源と観光や福祉等の他分野との組み合わせによる新ビジネスの創出が必要である理由、目的を記載してください。




３　ビジネスの取組計画(実績)  
	年　度


	ビジネス取組内容
	【例】○○のブランド化
	【例】新商品○○○の開発
	【例】農家民宿の運営

	現況  

	現況年度
	令和○年度
	－
	－

	
	作付面積等(各単位)
	50a
	－
	－

	
	単収(各単位)
	100kg/10a
	－
	－

	
	売上量(各単位)
	500kg
	－
	－

	
	単価(各単位)
	1,000円/kg
	－
	－

	
	売上額①(千円)
	500
	－
	－

	目標 
(実績)
	目標年度
	令和○年度
	令和○年度
	令和○年度

	
	作付面積等(各単位)
	100a
	－
	－

	
	単収(各単位)
	100kg/10a
	－
	－

	
	売上量(各単位)
	1,000kg
	2,500個
	1,000人・

泊

	
	単価(各単位)
	2,000円/kg
	1,400円/個
	5,000円/泊

	
	売上額②(千円)
	2,000
	3,500
	5,000

	伸び率(②／①、％)
	400％
	皆増
	皆増


　 注１）現況は事業実施年度の前年度の状況を記載する。
注２）目標は「実施計画時」には事業完了年度の翌々年度の目標を記載する。また、「実施状況報告時」には、実売上実績について記載する。（事業実施年度は条件整備等のみで売上が無い場合はその旨を記載）
　 注３）事業要件達成確認は事業完了年度の翌々年度となる。

４　事業計画（実績） 
　【【例】○○のブランド化、新商品○○○の開発、農家民宿の運営　等】

	事　業　内　容


	規　格


	数量

(単位:　　)
	対象事業費
(税込or税抜) 
(円)
	備考

	○○○の生産機械整備
	
	
	
	

	販売促進活動
	
	
	
	

	○○○の試作
	
	
	
	

	販売施設（移動販売車）の導入
	
	
	
	

	農家民宿の建設
	
	
	
	拠点機能兼用

	合　　　　計
	
	


注1） 県の補助金の上限金額はビジネス取組毎に2,500千円／年度
ただし、新ビジネスの創出と交流拠点機能を併せ持つ整備を伴う取組は、補助金の上限金額500千円加算（１年度限り）。その際は、備考へ「拠点機能兼用」と記載する。

　 注２） 対象事業費は消費税抜きとするが、消費税課税業者でない者、簡易課税を選択している者は、消費税込みの事業費とすることができる。

	負　　担　　内　　訳 (円)

	県（千円未満切り捨て）
	市町村
	自己負担

	
	
	


※１　融資により自己負担分を充当する場合の資金利用計画
	資金名
	金融機関名
	借入金額（円）
	償還年数

	借入金
	○○銀行
	
	○年

	
	
	
	


※２　融資以外により自己負担分を充当する場合の資金調達方法
	資金調達方法
	資金調達金額（円）
	備　考

	自己資金
	
	

	
	
	


５　添付書類 

	① 導入機械・施設・活動経費の見積書または設計書の写し

② 導入機械等の諸元を確認できる書類（カタログ等）

③ 導入機械・施設の規模決定根拠(任意様式)

④ 作業受委託契約書の写しなど（導入機械の規模決定にあたり、作業受託を加味した場合)

⑤ 定款・規約等の写し（農業法人や任意組織が実施主体となる場合）

⑥ 機械等利用管理規程の写し

⑦ 事業実施に係る組織決定を確認できる資料（総会資料等）　（個人を除く）


